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念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派

高 岡 教 区  五 位 組
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長光寺 住職 織田隆夫 

代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

現
在
五
位
組
は
十
八
ヶ
寺
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
寺
院
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は

十
六
ヶ
寺
で
す
。
各
寺
院
は
門
信
徒
の
支
え

と
住
職
の
熱
意
に
よ
っ
て
地
域
に
ね
ざ
し
た

宗
教
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
一
つ
の
お
寺
だ
け
で
は
崩
れ
ゆ
く
意
識
を

支
え
る
体
力
さ
え
も
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
様
な
時
代
背
景
の
中
、
私
は
こ
の
九
年

間
「
チ
ー
ム
五
位
組
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
総
て
の
五
位
組
寺
院
、

門
信
徒
が
同
じ
問
題
意
識
と
テ
ー
マ
を
共
有

し
、
相
互
関
係
を
密
に
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
き
、
変
わ
り
ゆ
く
社
会
意
識
の
中
、
変
え

る
こ
と
の
で
き
な
い「
生
老
病
死
」
に
お
念
仏

一
つ
で
毅
然
と
向
き
合
う
勇
気
と
励
ま
し
を

頂
い
て
い
く
活
動
で
す
。
二
十
五
日
講
も
平

等
講
も
蓮
門
会
も
門
徒
推
進
員
も
仏
壮
仏

婦
も
総
て
の
教
化
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て

「
生
命
終
え
て
も
終
わ
り
に
な
ら
な
い
世
界
」

を
目
指
す
チ
ー
ム
、
そ
れ
が「
チ
ー
ム
五
位

組
」で
す
。 

果
た
し
て
、
こ
の
九
年
間
で
何
が
で
き
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
組
長
を
退
任
し
て

も
「
チ
ー
ム
五
位
組
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
生

命
あ
る
か
ぎ
り
門
信
徒
の
皆
様
と
支
え
合
い

励
ま
し
合
い
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
と
同

時
に
、
新
組
長
に
な
ら
れ
た
珉
照
寺
山
岸
智

史
住
職
と
新
役
員
に
こ
の
願
い
を
託
し
、
若

い
方
々
の
活
躍
を
心
よ
り
念
じ
退
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

黎 明 講 座 ご 案 内 

三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

六
時 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
三
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 

 
 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
十
四
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
十
五
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

五位組 行事予定 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

 
 
 

朝 

五
時
三
十
分 

 

第
十
一
回
連
続
研
修
会 

開
講
式
二
〇
一
五
年 

三
月
二
十
九
日
（
日
）
か
ら 

閉
講
式
二
〇
一
六
年 

 

第
十
八
回
五
位
組 

夏
休
み
子
ど
も
大
会 

二
十
五
日
講
・平
等
講 

両
講
合
同
夏
期
研
修
会 

八
月
上
旬 

編 

集 

後 

記 
 

 「
兵
戈
無
用
（
ひ
ょ
う
が
む

よ
う
）
」
。
仏
説
無
量
寿
経
の

言
葉
で
、
仏
が
歩
み
行
か
れ
る

と
こ
ろ
は
武
器
を
と
っ
て
争
う

こ
と
も
な
く
な
る
と
説
か
れ
て

い
ま
す
。 

国
会
の
状
況
を
見
て
い
る

と
、
安
保
法
案
の
強
行
採
決
、

そ
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
戦

争
の
出
来
る
方
向
へ
進
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
度
は

憲
法
改
正
を
争
点
と
し
た
国

政
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
拠
り
所

と
し
た
私
達
は
ど
う
す
べ
き

か
、
祠
堂
経
法
要
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

合
掌 

五位組だより 第１２号 平成２８年５月３１日発行 

発行所 五位組組長事務所 (土屋 珉照寺内) / 編集・製作 五位組門徒推進員協議会 

各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五位組組長退任挨拶 

平
成
十
九
年
四
月
よ
り
就
任
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
五

位
組
組
長
を
本
年
三
月
を
も
っ
て
退
任
致
し
ま
し
た
。
九
年

間
二
期
に
わ
た
り
五
位
組
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
九
年
間

で
あ
り
ま
し
た
が
、
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
多
く
の
苦
難
と
感
動
の
連
続
で
し
た
。 

私
が
組
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
本
願
寺
「
親
鸞
聖
人
七

百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
」
の
二
年
前
で
、
こ
の
大
法
要
を
前

に
五
位
組
役
員
を
一
新
し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
え
る

力
強
く
体
力
の
あ
る
組
織
に
し
た
い
と
の
先
達
の
願
い
か
ら

で
し
た
。
し
か
し
時
代
は
私
達
が
考
え
て
い
る
以
上
に
早
く

変
化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
本
願
寺
も
末
寺
も
門
信
徒
も
力

を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
大
遠
忌
法
要
に
尽
瘁
（
じ
ん
す
い
）
し
た
結

果
、
法
要
は
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
宗
門

の
未
来
展
望
は
未
だ
暗
雲
の
中
で
す
。 

今
ま
で
人
々
の
心
の
中
に
は
、
お
寺
は
、
僧
侶
は
こ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
十
年
間

で
そ
の
淡
い
願
い
も
薄
れ
、
宗
教
そ
の
も
の
に
無
関
心
な

人
々
が
大
半
を
し
め
、
人
々
は
自
分
自
身
の
生
命
と
向
き

合
い
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
力
さ
え
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
死
ん
だ
ら
終
わ
り
」
の
世
界
が
蔓
延
し
た
混
沌
と
し
た
時 

こ
の
度
、
五
位
組
役
員
改
選
に
つ
き
四
月
一
日

付
を
も
っ
て
五
位
組
組
長
の
任
に
就
き
ま
し
た
。
門

信
徒
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
受
け
な
が
ら
、

共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
こ
最
近
、
市
井
の
人
々
の「
切
実
な
る
願
い
や
苦

悩
」
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
昨

年
、
安
保
関
連
法
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
た
と

き
、
そ
の
法
案
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
場

に
送
り
出
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
多
く
の
若
者
が

国
会
前
に
立
ち
、
抗
議
デ
モ
を
起
こ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
三
月
に
は
、
待
機
児
童
問
題
で
苦
し
む
子
育
て

世
代
の
本
音
が
吐
露
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
を
き
っ
か
け

に
、
多
く
の
人
が「
保
育
園
に
落
ち
た
の
私
だ
」
と
い

う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
国
会
前
で
無
言
の
抗
議
デ

モ
を
実
施
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
う
い
っ
た「
切
実
な

る
願
い
や
苦
悩
」
を
持
っ
た
人
た
ち
に
ど
う
共
感
し

共
に
歩
ん
で
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
致
し
ま
す
。 

 

振
り
返
り
ま
す
と
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
い
は
、

人
々
の
苦
悩
に
応
え
る
形
で
建
立
さ
れ
た
願
い
で
し

た
。
そ
の
願
い
を
受
け
止
め
ら
れ
た
親
鸞
聖
人
は

「
い
し
・
か
は
ら
・
つ
ぶ
て
」
の
よ
う
な
社
会
の
底
辺
に

い
る
人
た
ち
と
「
わ
れ
ら
な
り
」
と
共
感
し
共
に
歩

ん
で
こ
ら
れ
た
方
で
し
た
。
多
く
の
人
々
の「
切
実
な

る
願
い
や
苦
悩
」
に
直
面
す
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
親

鸞
聖
人
の
心
に
立
ち
返
り
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

共
に
考
え
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
四

年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
位
組
組
長
就
任
挨
拶 

珉
照
寺 

 

住
職 

 

山
岸
智
史 

本
願
寺 

伝
灯
奉
告
法
要 

十
月
一
日
か
ら
十
期
八
十
日 

五
位
組
は
二
〇
一
七
年
四
月 

参
拝
予
定

注 

「
自
坊
紹
介
」
で
、
編
者
が
難
解
と
感
じ
た
字
句
に
は
、
原
文
に
あ
る
ル
ビ
（
一
部
分
）
を
示
し
ま
す
。 

山
間

や
ま
あ
い

・
山
号

さ
ん
ご
う

・
旭
界
山

き
ょ
っ
か
い
ざ
ん

・
寺
伝

じ
で
ん

・
興
国

こ
う
こ
く

・
宗む

ね

良な
が

親
王

し
ん
の
う

・後ご

醍
醐
天
皇

だ
い
ご
て
ん
の
う

・
慶け

い

永え
い

・ 

織
田

お

だ

陸
奥

む

つ
の

守か
み

氏う
じ

知と
も

・
超

円

ち
ょ
う
え
ん

・
開
基

か
い
き

・
興こ

う

正
寺
派

し
ょ
う
じ
は

・
五
位
庄

ご
い
の
し
ょ
う

・
正
室

せ
い
し
つ

玉
ぎ
ょ
く

泉
院

せ
ん
い
ん 
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「
４
ぺ
ー
ジ
の
注
参
照
」 

内
島 

 
 

教
願
寺 

 

六
月
十
日 

 
 

昼 

二
時 

 

六
月
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分

法
話 

 

富
山
市
水
橋 

 

石
川 

了
英 

師 

笹
川 

 
 

廣
済
寺 

六
月
三
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

六
月
四
日 

 
 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 

岡
西 

法
英 

師 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

七
月
一
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 
昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
土
屋 

 
 

山
岸 
智
史  

師 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分

六
月
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分

法
話 

 

氷
見
市
布
施 

 
 
 

圓
山  

望    

師 

三
日
市 

 

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
十
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭 

師 

立
野 

 
 

永
念
寺 

八
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

未
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

昼 

二
時
三
十
分 

法
話 

 

小
矢
部
市
興
法
寺 

立
川 

証 

師 

赤
丸 

   

性
宗
寺 

七
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

 

昼
二
時 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 

新
原 

忠
男 

師 

本
保 

 
 

本
正
寺 

五
月
二
十
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 

秋
知 

仁
史 

師 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。※日程は変更になる場合があります。

四
日
市 

 

浄
明
寺 

六
月
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 

山
名 

一
徳 

師 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
五
日 

朝 

九
時
三
十
分
昼
一
時
三
十
分

法
話 

 
 

射
水
市
市
井 

 

公
文
名 

眞 

師 

お
斎
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

辻 
 

 
 

西
福
寺 

 

七
月
十
二
日 

朝 

十
時 

 

昼
一
時
三
十
分 

法
話 

 

石
川
県
加
賀
市 

日
下 

賢
裕 

師 

長
光
寺
は
、
石
堤
の
山
間
に

住
す
る
寺
院
で
あ
る
。
山
号
は

旭
界
山
と
号
し
、
南
北
朝
時
代

の
創
建
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。 

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
一
三
四
〇

年(

興
国
元
年) 

宗
良
親
王(

後

醍
醐
天
皇
の
皇
子)

の
越
中
入

国
に
従
っ
て
、
随
身
「
織
田
陸
奥

守
氏
知
」
が
出
家
し
て「
超
円
」

と
改
め
、
現
在
の
谷
内
地
内
に

天
台
宗 
旭
界
山 

長
光
寺
と

号
し
開
基
し
た
の
が
起
源
と
す

る
。
一
三
六
九
年(
応
安
二
年)

一
向
宗(

現
在
の
浄
土
真
宗)

に

転
派
し
、
一
五
一
五
年(
永
正

十
二
年)

ご
ろ
か
ら
興
正
寺
派

（
現
京
都
市
）
と
し
て
教
線
を
広

げ
た
。
一
五
六
四
年(

永
禄
七

年)

に
石
山
本
願
寺
は
、
番
役

費
と
し
て
三
五
〇
文
を
割
り
当

て
た
。
こ
の
額
は
、
往
時
の
越
中

真
宗
寺
院
の
個
別
的
な
勢
力
が

う
か
が
え
る
。
一
五
六
八
年
に

は
増
山
城
神
保
勢
の
射
水
郡
西

条
攻
撃
に
際
し
、
砺
波
郡
五
位

庄
門
徒
を
結
集
し
て
対
決
す
る

よ
う
勝
興
寺
（
現
伏
木
）
か
ら

も
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

本
願
寺
宗
主
以
外
が
直
接

一
揆
を
促
す
と
い
う
事
例
は
稀

有
の
こ
と
で
、
勝
興
寺
、
長
光
寺

の
位
置
が
う
か
が
わ
れ
、
五
位

庄
小
矢
部
川
流
域
に
強
大
な

勢
力
を
も
っ
て
い
た
。 

「
富
山
県
公
文
書
館
文
書
目
録
」
・
北
日
本

新
聞
社
発
行「
富
山
大
百
科
事
典
」
抜
粋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上
が
当
寺
の
創
建
概
略

で
、
開
基
が
武
士
で
あ
っ
た
せ
い

か
明
治
期
ま
で
常
に
時
の
情
勢

に
翻
弄
さ
れ
る
五
百
年
間
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
期
に
は

加
賀
藩
二
代
目
藩
主
前
田
利

長
公
の
正
室
玉
泉
院(

織
田
信

長
の
四
女)

の
乳
母
が
八
世
住

職
慶
永
の
も
と
に
嫁
い
で
お
り
、

前
田
公
ゆ
か
り
の
書
状
等
も
蔵

し
て
い
る
。
明
治
期
に
入
り
、
一

向
宗
が
浄
土
真
宗
と
宗
派
名

を
改
め
ら
れ
て
か
ら
は
本
願
寺

派
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

又
、
戦
後
は
、
門
徒
会
、
仏
教

婦
人
会
、
仏
教
壮
年
会
、
仏
教

青
年
会
、
石
堤
子
供
会
等
を
結

成
し
幅
広
く
年
代
を
超
え
て
門

信
徒
と
共
に
お
念
仏
相
続
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
。 

旭
界
山 

 

長
光
寺 

 
 

高
岡
市
石
堤 

 

光
明
寺 

本
堂
改
築
の
ご
縁
に
遇
っ
て  

門
徒
総
代 

杉
森
修
和 

自
坊
紹
介 

 

 

こ
の
た
び
光
明
寺
本
堂
改
築

に
あ
た
り
、
佐
加
野
地
内
外
の

門
信
徒
の
皆
様
か
ら
多
額
の
御

懇
志
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
今
日
こ
こ
に
木
の
香
り
も

新
し
い
美
し
い
本
堂
が
立
派
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。 

工
事
を
請
負
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
森
田
建
設
株
式
会
社
は
じ
め

工
事
関
係
者
各
位
に
は
熱
意
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

工
事
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月

か
ら
解
体
の
準
備
に
か
か
り
平

成
二
十
七
年
十
二
月
末
完
工
ま

で
一
年
半
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の

間
毎
週
現
場
監
督
、
お
寺
の

方
々
、
そ
し
て
私
を
交
え
て
の
打

合
せ
会
は
農
繁
期
も
あ
り
大
変

で
し
た
が
有
難
い
体
験
で
し
た
。 

又
、
本
工
事
に
入
る
前
に
御

墓
の
移
設
を
含
め
た
境
内
地
の

測
量
整
備
の
大
事
業
も
あ
り
、
こ

の
件
に
つ
い
て
も
関
係
各
位
、
近

隣
の
方
々
の
有
難
い
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
す
っ
き
り
と
し
た
境
内

に
な
り
ま
し
た
。 

篤
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。  

光
明
寺
の
二
百
年
を
超
え
る
歴

史
の
中
で
、
旧
本
堂
が
念
仏
を
い
た

だ
く
御
同
行
、
御
同
朋
の
皆
様
の
御

懇
念
で
建
立
さ
れ
、
長
年
町
内
の
大

切
な
建
物
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
傾
き
も
進
み
、
次
代
に

引
き
継
い
て
行
く
の
が
困
難
だ
と
感

じ
て
お
り
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に
何

と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
住
職
よ
り
親
鸞
聖
人
と
蓮
如
上

人
の
ご
法
要
を
勤
修
し
た
い
と
の
相

談
が
あ
り
、
そ
の
機
に
本
堂
を
建
て

替
え
た
い
と
い
う
思
い
を
打
ち
あ
け

ら
れ
ま
し
た
。 

私
も
即
座
に
同
意
し
、
関
係
各
位

に
ご
相
談
申
し
あ
げ
改
築
工
事
建

設
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
多
く
の
尊
い
御
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
会
合
を
重
ね
、
又
有

難
い
御
懇
志
を
い
た
だ
い
て
新
本
堂

が
落
成
し
、
今
日
の
大
法
要
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
総
代
と
し
て
こ
れ
に

す
ぐ
る
慶
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
本
堂
改
築
を
機
縁
と
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
聞
法
に
い
そ
し
み
、

有
縁
の
方
々
と
共
に
報
恩
感
謝
の

日
々
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。  
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題字・織田隆夫  

２０１６年 
（平成 28 年） 
５月３１日 

 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派

高 岡 教 区  五 位 組

１        2016 年（平成 28 年）5月 31 日 五位組だより        第１２号 

長光寺 住職 織田隆夫 

代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

現
在
五
位
組
は
十
八
ヶ
寺
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
寺
院
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は

十
六
ヶ
寺
で
す
。
各
寺
院
は
門
信
徒
の
支
え

と
住
職
の
熱
意
に
よ
っ
て
地
域
に
ね
ざ
し
た

宗
教
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
一
つ
の
お
寺
だ
け
で
は
崩
れ
ゆ
く
意
識
を

支
え
る
体
力
さ
え
も
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
様
な
時
代
背
景
の
中
、
私
は
こ
の
九
年

間
「
チ
ー
ム
五
位
組
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
総
て
の
五
位
組
寺
院
、

門
信
徒
が
同
じ
問
題
意
識
と
テ
ー
マ
を
共
有

し
、
相
互
関
係
を
密
に
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
き
、
変
わ
り
ゆ
く
社
会
意
識
の
中
、
変
え

る
こ
と
の
で
き
な
い「
生
老
病
死
」
に
お
念
仏

一
つ
で
毅
然
と
向
き
合
う
勇
気
と
励
ま
し
を

頂
い
て
い
く
活
動
で
す
。
二
十
五
日
講
も
平

等
講
も
蓮
門
会
も
門
徒
推
進
員
も
仏
壮
仏

婦
も
総
て
の
教
化
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て

「
生
命
終
え
て
も
終
わ
り
に
な
ら
な
い
世
界
」

を
目
指
す
チ
ー
ム
、
そ
れ
が「
チ
ー
ム
五
位

組
」で
す
。 

果
た
し
て
、
こ
の
九
年
間
で
何
が
で
き
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
組
長
を
退
任
し
て

も
「
チ
ー
ム
五
位
組
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
生

命
あ
る
か
ぎ
り
門
信
徒
の
皆
様
と
支
え
合
い

励
ま
し
合
い
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
と
同

時
に
、
新
組
長
に
な
ら
れ
た
珉
照
寺
山
岸
智

史
住
職
と
新
役
員
に
こ
の
願
い
を
託
し
、
若

い
方
々
の
活
躍
を
心
よ
り
念
じ
退
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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 「
兵
戈
無
用
（
ひ
ょ
う
が
む

よ
う
）
」
。
仏
説
無
量
寿
経
の

言
葉
で
、
仏
が
歩
み
行
か
れ
る

と
こ
ろ
は
武
器
を
と
っ
て
争
う

こ
と
も
な
く
な
る
と
説
か
れ
て

い
ま
す
。 

国
会
の
状
況
を
見
て
い
る

と
、
安
保
法
案
の
強
行
採
決
、

そ
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
戦

争
の
出
来
る
方
向
へ
進
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
度
は

憲
法
改
正
を
争
点
と
し
た
国

政
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
拠
り
所

と
し
た
私
達
は
ど
う
す
べ
き

か
、
祠
堂
経
法
要
を
通
し
て

学
ぶ
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
。 
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各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

五位組組長退任挨拶 

平
成
十
九
年
四
月
よ
り
就
任
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
五

位
組
組
長
を
本
年
三
月
を
も
っ
て
退
任
致
し
ま
し
た
。
九
年

間
二
期
に
わ
た
り
五
位
組
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
九
年
間

で
あ
り
ま
し
た
が
、
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
、
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
多
く
の
苦
難
と
感
動
の
連
続
で
し
た
。 

私
が
組
長
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
本
願
寺
「
親
鸞
聖
人
七

百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
」
の
二
年
前
で
、
こ
の
大
法
要
を
前

に
五
位
組
役
員
を
一
新
し
、
新
た
な
時
代
に
対
応
し
え
る

力
強
く
体
力
の
あ
る
組
織
に
し
た
い
と
の
先
達
の
願
い
か
ら

で
し
た
。
し
か
し
時
代
は
私
達
が
考
え
て
い
る
以
上
に
早
く

変
化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
本
願
寺
も
末
寺
も
門
信
徒
も
力

を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
大
遠
忌
法
要
に
尽
瘁
（
じ
ん
す
い
）
し
た
結

果
、
法
要
は
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
宗
門

の
未
来
展
望
は
未
だ
暗
雲
の
中
で
す
。 

今
ま
で
人
々
の
心
の
中
に
は
、
お
寺
は
、
僧
侶
は
こ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
十
年
間

で
そ
の
淡
い
願
い
も
薄
れ
、
宗
教
そ
の
も
の
に
無
関
心
な

人
々
が
大
半
を
し
め
、
人
々
は
自
分
自
身
の
生
命
と
向
き

合
い
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
力
さ
え
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
死
ん
だ
ら
終
わ
り
」
の
世
界
が
蔓
延
し
た
混
沌
と
し
た
時 

こ
の
度
、
五
位
組
役
員
改
選
に
つ
き
四
月
一
日

付
を
も
っ
て
五
位
組
組
長
の
任
に
就
き
ま
し
た
。
門

信
徒
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
受
け
な
が
ら
、

共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
こ
最
近
、
市
井
の
人
々
の「
切
実
な
る
願
い
や
苦

悩
」
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
昨

年
、
安
保
関
連
法
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
た
と

き
、
そ
の
法
案
が
可
決
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
場

に
送
り
出
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
多
く
の
若
者
が

国
会
前
に
立
ち
、
抗
議
デ
モ
を
起
こ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
三
月
に
は
、
待
機
児
童
問
題
で
苦
し
む
子
育
て

世
代
の
本
音
が
吐
露
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
を
き
っ
か
け

に
、
多
く
の
人
が「
保
育
園
に
落
ち
た
の
私
だ
」
と
い

う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
国
会
前
で
無
言
の
抗
議
デ

モ
を
実
施
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
う
い
っ
た「
切
実
な

る
願
い
や
苦
悩
」
を
持
っ
た
人
た
ち
に
ど
う
共
感
し

共
に
歩
ん
で
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
致
し
ま
す
。 

 

振
り
返
り
ま
す
と
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
い
は
、

人
々
の
苦
悩
に
応
え
る
形
で
建
立
さ
れ
た
願
い
で
し

た
。
そ
の
願
い
を
受
け
止
め
ら
れ
た
親
鸞
聖
人
は

「
い
し
・
か
は
ら
・
つ
ぶ
て
」
の
よ
う
な
社
会
の
底
辺
に

い
る
人
た
ち
と
「
わ
れ
ら
な
り
」
と
共
感
し
共
に
歩

ん
で
こ
ら
れ
た
方
で
し
た
。
多
く
の
人
々
の「
切
実
な

る
願
い
や
苦
悩
」
に
直
面
す
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
親

鸞
聖
人
の
心
に
立
ち
返
り
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

共
に
考
え
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
四

年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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史 
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寺 
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要 

十
月
一
日
か
ら
十
期
八
十
日 

五
位
組
は
二
〇
一
七
年
四
月 

参
拝
予
定

注 

「
自
坊
紹
介
」
で
、
編
者
が
難
解
と
感
じ
た
字
句
に
は
、
原
文
に
あ
る
ル
ビ
（
一
部
分
）
を
示
し
ま
す
。 
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ょ
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